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【背景 ・目的 】．Safchtv7“t）
，ces〔cmeT 　i，siaeの 細胞壁成 分 β

一
グル カ ン ば免疫担 当細

胞 で あ る マ クロ フ ァ
ージ を活性化する こ とが知 ら れ て い る。また 、マ ク ロ

フ ァ
ージは 細胞 表面 の 受 容体を介 して β

．グル カ ン を 認識 する こ とが 報告 さ

れ て い る。これ まで に、ntct14 八 で は、高い マ ク ロ フ ァ
ージ活性化能 を有 す

る こ と を見出 した。こ れは細胞壁 マ ン ナ ン量 が 極 端 に減 少 しβ一グル カ ン が
細胞 表面に 露出する こ とで 活性 化能 が 高ま る と考 え られ た c しか し、mcd4 △

は遺 伝子組換え体で増殖 も非常 に遅 い とい う問題点 が あ り、実用的 に用 い

る こ とは 困難で あるc 本研 究で は、パ ン酵母 の 実用 株 を用 い 、変異処理 に

よ り増 殖に 問題 がない マ ク ロ フ ァ
ー

ジ活 性 化 酵母 の取得 を試みた。
【方法

。
結果】パ ン 酵母の 実用 株 をEMS 処 理 し、得 られ tt　S620 の コ ロ ニ ー

に つ い て 浸透圧 とSDS に 対 す る感受性 か ら、増殖が よ く細胞壁に 変異が あ
る と予想される 24B株 を選抜 し た。選 抜株全 て をマ ン ナ ン 染色 し観察 した

結果、マ ン ナン 量の 減少が 期 待 され る3株を 取得 した。さ らに 、その 3株 に

つ い て細胞壁 を抽 出 しグル カ ン （グル コ
ース ）量 とマ ン ナン （マ ン ノ ース）

量 を測 定する と、マ ン ノ
ー

ス量 は3株 と も親株の 80 ％以 ドに 減少して い た。
こ れ ら S 株 は全 て親株 と 同等 の 増殖 を示 した 。次に マ クロ フ ァ

ージ活性化

能 を、酵母 とマ ク ロ フ ァ
ージの 接触 に よ り分泌 された TNF ・

α 量 で 評 価 し

た。その結果、全 て に お いて 親株の 2倍以上の 活性化能 を示 した 。現 在 、変

異遺伝 子 の 同定 を進 めて い る。

【背景 ・目的】石油 代替 エ ネ ル ギ ーと し て，食糧 と競合 しない 木質系や草本
系バ イ オ マ ス を原 料 と した バ イ オ エ タ ノール 生産 に 関す る研究が 盛ん に 行
わ れて い る．その 際 バ イ オ マ スに 含 まれ るセ ル ロ

ー・
ス や ヘ ミセ ル ロ ース

の 分 解 が、エ タ ノール の生 産 に おい て 重要な課題 となって い る．効率的な

エ タ ノ ール 牛産法 の 一
つ で あ るバ イ オマ ス の 塘化 と発酵 を同 時に 行う同時

糖化発酵 に おい て 、エ タ ノ ール 生産菌 自身が糖化酵素を分泌 で きれ ば，添
加す る酵素 量 の 削 減 が 期 待 で き る．そ こで 本研究で は エ タ ノ ール 発酵 糸状
菌 に よ るバ イオ マ ス分解酵素の 分泌 を検討する とともに ，そ の 酵素の 特性
に つ い て検討 した 、
【実験 方法 ・結 果 】グ ル コ

ー
ス お よび キシ ロ

ー
ス を炭素源 と し，接合 菌 S2

株 につ いて エ タ ノール 生成量 を検討 した とこ ろ，高 エ タ ノール 収量を示す
新奇な 菌株 を発見 した ．その 際の 対塘収率は0，505g−ethanol 〜g−glucoscお ．よ
び0．226g ’g−xylDse であった ．こ の 菌株に つ い て 21種類の 糖質を炭素源 と し
て 用 い て 培養 した と こ ろ，単糖，二 糖，多糖の うち 多 くの糖 質で 高い エ タ
ノール 生成が 催認で きた．特に 多塘類に つ い て も資化ま た は 発酵 が確認 で
きた こ とか ら，この 菌株 はア ミ ラーゼ，セ ル ラ ーゼ．お よび ヘ ミセル ラ

ー
ゼ を分 泌 して い る こ とが示 唆 され た ，そ こ で こ の菌 株の 培養液 に お ける
Soluble　Starch，　Rice　Stavch，　Aviccl，　GMG お よび Xylal1の 分解活性 を測定 し
た と こ ろ，す べ て の 基質 に対 して分解活性 が確 認で きた，現在，この 菌株
の 分泌する バ イオ マ ス 分 解酵素の精製を 行い ，その特性 につ い て詳細 な検

討を行ってい る ．
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我 々 は 1990 年代 よ り増殖力 ・発酵力に 優れ る トル ラ 酵母Candlda　u．liSisを対
象と した 分子 レ ベ ル で の 研究 に 取 り組ん で きた 。本研究 で は トル ラ酵 母を
利用 して、二 酸化 炭 素低排 出社会 へ の貢献が 期待され るバ イ オ マ ス ・

プ ラ
ス チ ッ ク の原 料 とな る L・乳酸 を、効率 よ く発酵牛 産 で き る シ ステム の 開発
を試 み た。まず 形質転換時の 選択マ ーカー遺伝子 を再利用で きる Gre −lo．rP
系を 本酵 母 に導 入 し、多重形質転換 を行 うこ とを 可能に した 。次に ビル ビ

ン 酸脱 炭酸 酵素 遺伝 了
．CuPDCI を4重破壊 に よ り完全 に欠損 させ 、さらに L一

乳酸 脱 水 素 酵素 遺伝子 L−J．DH を2 コ ピー組込 ん だ。水 酸化ナ トリウム を中
和剤 と して培 地 のpE

・1を 5．0 に 保ち 、本菌株 を107　g〜1の グル コ ース を含む培
地 で 発酵 させ た と こ ろ、24 時間後 に はほ ぼ全て の 糖が 消費され 、99．9％を
超 え る光学 純度 の L．乳酸 を 90 ％以上の 効率で 生産 した。ま た 、ス ク ロ ー一ス
を単

一
糖 源 と した 培 地 に お い て もグ ル コ

ー
ス の 場合 と 同様 に 高効率で L一

乳酸が 生成 した 。本 研究の 結果 よ 0、トル ラ酵母が物質生産の 宿主 と して

非常 に 有用 で あ る可 能 性が 示 された 。

【背 景・目的 】高圧 環境 と深海微生物の 脂質代謝は 密接な関係性 が あ る と考
えられ る ．一方で ，最近 機能性バ イオ

．
素材 として 応用 開発が 進ん で い るバ

イオサ
ー

フ ァ ク タン V（BS ）；マ ン ノ シ ル エ リス リ ト
ー

ル リピ ド〔MEL ）は ，生
産菌で あ るP∫紹 40っワ肥 属酵母 の 系統学 分類 と主生 産物 の ア セ チル化度 や脂

肪酸側鎖に 高い 相関が あ る ．発表者 らは ．特殊 な脂質代謝系 を有 す る こ と

が期待で きる深海 の 高圧 環麗由来の Fseudoz）
’mtt 属酵 母を用 い て ，新 し い 構

造の BS を生産 で き る可 能性が 高い と考 え ．JAMSTE （1が保有 する深 海 巾 来

酵母 ライブ ラリーか らE 蜘 4喝   属酵母の 探索 し、BS 生産条件 を決定 した

，さらに ，生 産されるBSの 憐造解析を実施した ．
【実験方法 ・結 果】探索の 結果，深海由来酵母SY62 株がPseudom ／・ma 　lt・ube ・iensi／s
の近 縁種で ある こ とが わ か っ た ．BS の 生産性 を調べ るため ，油脂 を単

一
炭

素源 とする
一

般的 な MEI．生産用 培地 を用い た 場合，BS の 生産量 はTLC 分

析の検 出限界以下 で あ っ た．さ らに 、グル コ
ー

ス を加 えた場合，約 3091Lの

BS を蓄積 して い る こ とが わ か っ た ．‡生産物をシ リカ ゲル カ ラム ク ロ マ ト

グラフ ィ
ー

を用い て精製 し，IH ．，13C −NMR ，　MAI ．DIニTOF −MS ，GC −MS を用

い て，詳細 に構造解析 を行 っ た 結果，既存の R 　hubeiensi／s同様 MEL ．（1が主成

分であ っ たが ，短鎖脂肪酸 の含有量 が 多い こ とが わ か っ た ．深海 由来酵母

は陸生近縁種 と系統学的 に非 常に近縁な 微生物 で あ っ て も ，代謝生虚物に

分子構造 の違 い が あ り，高圧等 に対す る代謝適応 に 起因する 可能性が あ る．
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